
［標準様式例7-2］

契約変更年月日 令和8年6月24日

契 約 業 者 名 大日コンサルタント（株）東日本支社

契約業者の住所 東京都台東区東上野４丁目２７番３号

業 務 の 名 称 Ｒ７国道２９８号交通事故安全対策検討他業務

業 務 場 所 北首都国道事務所管内

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

計画準備

事故調査

交通事故対策検討

検討会運営

道路設計等

BIM/CIMを活用した事故対策検討

報告書作成

直接経費

履行期間（自） 令和7年10月21日

履行期間（至） 令和8年6月30日

変更前の契約金額 29,997,000 (税込み)

変 更 金 額 8,371,000 (税込み)

変更後の契約金額 38,368,000 (税込み)

４．ＢＩＭ／ＣＩＭを活用した事故対策検討
　　　当初特記仕様書第２８条の「ＢＩＭ／ＣＩＭ適用業務について」に基づ
き、交通安全対策後の視認性を確認し、対策内容の妥当性の検証を行ったた
め、ＢＩＭ／ＣＩＭを活用した事故対策検討を追加する。

５．直接経費
現地調査の結果、挙動調査におけるビデオ撮影基数を追加する必要が生じたた
め、機材費を増工する。

６．工期
工期は元設計とおりとする。

変更理由

業務概要

（第１回、最終）契約変更の内容

１．事故調査
 １） 当初は３箇所を想定していたが、事故対策検討箇所における事故発生状
況を整理した結果、車両急挙動調査の実施は１箇所のみとなったため、挙動調
査を減工する。
 ２）事故発生状況確認の結果、撮影対象の事故発生時間が夜間にも存在し、挙
動調査（ビデオ撮影）を昼夜間２４時間行う必要が生じたため、ヒヤリハット
挙動調査を増工する。

２．交通事故対策検討
１）当初１０箇所を想定していたが、過年度の工事実績を整理した結果、工事
完成実績箇所が５箇所であったため、交通事故対策検討を減工する。
　２）受注者との協議の結果、過年度設置した黄色薄層カラー舗装４箇所にお
いて、設置効果を速度抑制の観点から検証する必要が生じたため、交通事故対
策検討を増工する。
　３）受注者との協議の結果、各種会議等回数は減少したが、費用は当初予定
していた金額を上回ったため、交通事故対策検討を増工する。
　４）数量精査の結果、ホームページ用の資料作成を行う必要がなくなったた
め、交通事故対策検討を減工する。
　５）受注者との協議の結果、契約締結後に第６次事故危険箇所の抽出・選定
を行う必要が生じたため、交通事故対策検討を増工する。

３．道路設計等
　　　現地調査の結果、自転車通行空間の設計を行うにあたり、当初見込んで
いた交通事故対策詳細設計４箇所のうち１箇所が小構造物設計・用排水設計を
伴う対策内容となったため、交通事故対策詳細設計を減工し、平面交差点詳細
設計を追加する。


